推委様式第３号（第５条関係）

野沢温泉村農業委員会の農地利用最適化推進委員応募申込書

年　　月　　日

（宛先）野沢温泉村農業委員会長

次のとおり野沢温泉村農地利用最適化推進委員に応募します。

	
氏 (ふり)　名 (がな)
（自署）
	
　　　　　　　　印
	地区名
	生年月日
	性別

	
	
	
	年　月　日
（　　歳）
	

	
住　所

	
	職業・役職
	電話番号

	
	
	
	（　　　　）
　　－　　　　

	経　歴
	


	農業経営
の 状 況
	

	認定農業者
等の該当
	該当　・　非該当
	農業委員への
応募の有無
	有　・　無

	応募の
理　由
	








推委様式第３号（第５条関係）　記入例

野沢温泉村農業委員会の農地利用最適化推進委員応募申込書
平成29年１月10日

（宛先）野沢温泉村農業委員会長


次のとおり野沢温泉村農地利用最適化推進委員に応募します。

	
氏 (ふり)　名 (がな)
（自署）
	のざわ　たろう
野沢　太郎　　印
	地区名
	生年月日
	性別

	
	
	新田
	Ｓ58年１月１日
（３４歳）
	男

	
住　所

	〒３８９－２５０２
長野県下高井郡野沢温泉村
大字豊郷００００番地
	職業・役職
	電話番号

	
	
	家事手伝
[bookmark: _GoBack]宿泊業
	（０２６９）
85－0000

	経　歴
	家業で宿泊業を営んでおり、お客様に提供する食事について地元農産物を中心に活用した食事を提供している。また、安全・安心な食物についても感心があり、野菜ソムリエの資格も有している。

	農業経営
の状況
	家庭菜園程度の生産を行っているが、ほぼ自家消費量である。


	認定農業者
等の該当
	
該当　・　非該当

	農業委員への
応募の有無
	
有　・　無


	応募の
理　由
	村内の農産物をもっと生産拡大し、観光等のお客様に対するおいしい農産物の提供を推進していきたい。そのため、農業委員に応募し、村内の農業事情を知りながら、今後の農産物の生産振興や農地の活用について農業者に対し鼓舞していきたい。






